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行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
動
向
を
見
通
し
た
上
で

の
用
途
変
更
を
行
い
ま
す
。
昏
ら
に
、
用
途
変
更
の
拡
大
部
分
に
対
応
し
た
道
路
の

延
伸
及
び
幅
員
の
統
一
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
歩
道
の
新
設
・
拡
幅

等
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
こ
の
紙
面
で
は
、
都
市
計
画
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
今
回
の
変
更
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
，
せ
し
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
物
を
建
築
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
に

よ
り
、
建
築
主
事
の
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
。用

途
地
域
と
は

　
用
途
地
域
は
、
都
市
機
能
の
維
持
増

進
、
住
環
境
の
保
護
な
ど
を
目
的
と
し

た
土
地
の
合
理
的
利
用
を
図
る
た
め
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
用

途
、
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
及
び
建
物
の

高
さ
に
つ
い
て
制
限
を
行
う
地
域
で
す
。

　
平
成
4
年
6
月
に
都
市
計
画
法
及
び

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
住

環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の
多
様
化

へ
の
対
応
等
を
目
的
と
し
て
、
用
途
地

域
が
8
種
類
か
ら
1
2
種
類
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
用
途
地
域
に
お
い
て
建

築
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
の
用
途

に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
8
年
6

月
ま
で
に
新
用
途
地
域
に
指
定
替
え
す

る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
め
の
地
域
で
す
。
大
学
、
病
院
な
ど

の
ほ
か
、
5
0
0
㎡
ま
で
の
一
定
店
舗

な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

都
市
計
画
と
は

　
都
市
計
画
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
土
地

利
用
、
都
市
施
設
の
整
備
及
び
市
街
地

開
発
事
業
に
関
す
る
計
画
で
す
。

　
計
画
の
内
容
は
、
7
項
目
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
市
で
は
、
地
域
地

区
（
用
途
地
域
）
、
都
市
施
設
（
道
路
・

公
園
・
下
水
道
等
）
、
市
街
地
開
発
事
業

（
土
地
区
画
整
理
事
業
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
．

　
都
市
計
画
の
決
定
権
者
は
、
都
道
府

県
知
事
や
市
町
村
長
で
す
。

都
市
計
画
区
域
と
は

　
都
市
計
画
区
域
は
、
市
町
村
の
中
心

市
街
地
を
含
み
、
自
然
的
・
社
会
的
条

件
、
人
口
、
土
地
利
用
、
交
通
量
な
ど

の
現
況
・
推
移
を
考
慮
し
、
都
市
を
総

合
的
に
整
備
、
開
発
、
保
全
す
る
必
要

が
あ
る
区
域
で
す
。

　
市
で
は
、
昭
和
9
年
に
指
定
し
そ
の

後
昭
和
2
9
年
に
町
村
合
併
し
た
区
域

（
旧
十
日
町
、
中
条
村
、
川
治
村
、
六

箇
村
）
を
最
終
指
定
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
終
指
定
後
4
0

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
で
は

②
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　
主
に
中
高
層
住
宅
の
良
好
な
環
境
を

守
る
た
め
の
地
域
で
す
。
大
学
、
病
院

な
ど
の
ほ
か
、
1
、
5
0
0
㎡
ま
で
の

一
定
の
店
舗
や
事
務
所
な
ど
が
建
て
ら

れ
ま
す
．

③
第
一
種
住
居
地
域

　
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め
の
地
域
で

す
。
3
、
0
0
0
㎡
ま
で
の
店
舗
、
事

務
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
。

④
第
二
種
住
居
地
域

　
主
に
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め
の
地

域
で
す
。
店
舗
、
事
務
所
、
ホ
テ
ル
、

パ
チ
ン
コ
屋
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
。

⑤
近
隣
商
業
地
域

　
近
隣
の
住
民
が
日
用
品
の
買
物
を
す

る
店
舗
等
の
業
務
の
利
便
の
増
進
を
図

る
地
域
で
す
。
住
宅
や
店
舗
の
ほ
か
、

小
規
模
の
工
場
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

⑥
商
業
地
域

　
銀
行
、
映
画
館
、
飲
食
店
、
百
貨
店
、
，

事
務
所
な
ど
の
商
業
等
の
業
務
の
利
便

の
増
進
を
図
る
地
域
で
す
。
住
宅
や
小

規
模
の
工
場
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

⑦
準
工
業
地
域

　
主
に
軽
工
業
の
工
場
等
の
環
境
悪
化

の
恐
れ
の
な
い
工
業
の
業
務
の
利
便
を

図
る
地
域
で
す
。
危
険
性
、
環
境
悪
化

が
大
き
い
工
場
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど

建
て
ら
れ
ま
す
．
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⑧
工
業
地
域

　
主
と
し
て
工
業
の
業
務
の
利
便
の
増

進
を
図
る
地
域
で
、
ど
ん
な
工
場
で
も

建
て
ら
れ
ま
す
。
住
宅
や
店
舗
は
建
て

ら
れ
ま
す
が
、
学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル

な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
施
設
と
は

　
都
市
計
画
施
設
は
、
都
市
計
画
法
に

規
定
さ
れ
た
都
市
施
設
の
う
ち
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
施
設
の
こ
と
で
す
。
市

で
は
、
都
市
計
画
道
路
（
1
9
路
線
）
、
都

市
計
画
公
園
（
1
4
か
所
）
、
ご
み
焼
却
場
、

し
尿
処
理
場
が
都
市
計
画
施
設
で
す
。

　
今
回
、
都
市
計
画
道
路
（
6
路
線
）

の
変
更
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
変
更
内
容

1
、
用
途
地
域
の
変
更

ω
現
用
途
地
域
か
ら
新
用
途
地
域
に
指

　
定
替
え

　
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
改

正
に
伴
い
現
用
途
地
域
か
ら
新
用
途
地

域
に
指
定
替
え
を
行
い
ま
す
。
市
の
現

用
途
地
域
の
種
類
は
5
種
類
で
す
が
、

新
用
途
地
域
の
指
定
替
え
に
よ
る
種
類

は
8
種
類
の
予
定
で
す
。

ω
人
口
集
中
地
区
の
新
た
な
用
途
地
域

　
の
指
定

　
現
在
の
用
途
地
域
よ
り
も
人
口
集
中

地
区
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
無

秩
序
な
市
街
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

表
し
て
お
り
、
計
画
性
の
な
い
土
地
利

用
が
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
れ
に

対
応
し
て
、
拡
大
す
る
人
口
集
中
地
区

を
新
た
に
用
途
地
域
に
指
定
し
、
計
画

的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑥
産
業
を
誘
致
・
誘
導
す
る
た
め
の
新

　
た
な
用
途
地
域
指
定

　
先
端
産
業
・
地
場
産
業
を
立
地
誘
導

す
る
地
区
を
用
途
地
域
に
指
定
し
ま
す
。

㈲
事
業
実
施
の
予
定
地
区
の
新
た
な
用

　
途
地
域
の
指
定

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
予
定
箇

所
を
用
途
地
域
に
指
定
し
ま
す
。

⑥
現
在
の
用
途
地
域
に
お
け
る
土
地
利

　
用
の
明
確
化

　
①
準
工
業
地
域
の
見
直
し

　
現
在
の
用
途
地
域
の
中
に
は
、
準
工

業
地
域
が
多
く
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
建
築
制
限
の
少
な
い
地
域
指
定

で
あ
る
た
め
、
住
宅
環
境
・
商
業
活
動
・

工
業
生
産
上
、
不
都
合
な
事
態
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
用

途
地
域
の
変
更
が
可
能
な
地
域
に
つ
い

て
は
他
の
用
途
地
域
に
変
更
し
ま
す
。

　
②
住
居
専
用
地
域
の
新
規
指
定

　
住
宅
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
恐
れ

の
あ
る
施
設
の
混
在
を
防
止
し
、
環
境

良
好
な
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

住
宅
専
用
地
域
を
新
規
に
指
定
し
ま
す
。

　
以
上
が
用
途
地
域
の
見
直
し
の
概
要

で
す
．

2
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更

　
①
は
変
更
区
問
　
②
は
現
在
の
道
路

幅
員
↓
変
更
幅
員
　
③
は
変
更
の
理
由

で
す
。

ω
本
町
通
り
線
（
国
道
1
1
7
号
）

、
①
羽
根
川
～
太
子
堂
の
間

　
②
道
路
幅
員
n
～
2
2
m
↓
1
8
～
2
2
m

　
③
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
歩
道

　
の
設
置
を
計
画
し
、
幅
員
の
統
一
を

　
図
り
ま
す
．

ω
駅
通
り
川
原
町
線
（
県
道
十
日
町
六

　
日
町
線
）

　
①
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
～
川
原
町
の
間

　
②
道
路
幅
員
　
1
1
m
↓
1
2
m

　
③
交
通
処
理
を
容
易
に
す
る
た
め
、

　
国
道
1
1
7
号
線
か
ら
新
座
・
中
条

　
方
面
の
幅
員
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

⑥
本
町
東
線
（
県
道
中
条
田
川
線
）

①
田
川
橋

　
②
道
路
幅
員
　
8
m
↓
1
2
m

　
③
交
通
処
理
を
容
易
に
す
る
た
め
、

　
国
道
1
1
7
号
線
か
ら
新
座
・
中
条

．
方
面
の
幅
員
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、

　
歩
道
の
設
置
も
計
画
し
ま
す
。

㈲
高
田
町
通
り
線
（
県
道
十
日
町
川
西

線
）

　
①
高
山
太
子
堂
線
～
国
道
2
5
3
号

　
②
道
路
幅
員
　
O
m
↓
1
6
m

　
③
用
途
地
域
を
新
た
に
指
定
す
る
の

　
に
伴
い
新
規
に
延
長
し
ま
す
。

㈲
本
町
西
線

　
①
稲
荷
町
変
電
所
～
越
後
交
通
交
差

　
点

　
②
道
路
幅
員
　
1
1
m
↓
1
6
m

　
③
市
外
か
ら
の
交
通
処
理
を
容
易
に

　
す
る
た
め
に
、
本
町
西
線
市
街
地
部

　
分
の
幅
員
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

㈲
田
川
南
線

　
①
越
後
交
通
交
差
点
～
本
町
6
丁
目

　
交
番
交
差
点

　
②
道
路
幅
員
　
1
1
m
↓
1
6
m

　
③
市
外
か
ら
の
交
通
処
理
を
容
易
に

　
す
る
た
め
、
田
川
南
線
市
街
地
部
分

　
の
幅
貝
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
が
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
の

概
要
で
す
．

今
後
の

　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
市
で
は
9
月
1
日
㈲
～
2
0
日
㈹
の
間

に
都
市
計
画
変
更
対
象
地
区
9
会
場
で

変
更
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
変
更

作
業
に
反
映
し
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

難
襲

　
　
　
都
市
計
画
変
更
の
素
案
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平

　
　
　
　
↓
市
の
都
市
計
画
審
議

　
今
後
は
、

成
↓
都
市
計
画
変
更
の
原
案
作
成

成
6
年
1
0
月
）

会
↓
公
聴
会
の
開
催
↓
公
告
縦
覧
↓
県

の
都
市
計
画
審
議
会
↓
告
示
（
平
成
7

年
6
月
の
予
定
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

作
業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交遍規制のお知らせ

　市道川治昭和町線（昭和町

2・3丁目地内・駅通り～高

田町通り〉が流雪溝用水送水

管布設工事のため交通止めと

なっています。ご迷惑をおか

けしますが、ご協力ください。

■期　間　平成6年10月17日

　（月〉～平成6年12月28日㈱ま

　で

止
制

通
規

交
は

面
車

全
転

は
自

両車
巻

　
行

容
歩
　
。

　
　
　
し

　
　
ゆ

内
め
な

鵬

　また、冬を真近にして市内

の国・県・市道で工事のため

の交通規制が行われています。

ご迷惑でしょうが、ご協力く

ださい。弓

3　とお1∬詐≦r　平成6年10丹25日

ゆ
ぽ
ら

躍
麟刺

　
陵
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市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
ヘ

と
な
る
よ
う
に
、

テ
ー
マ
に
し
た
記
念
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
記
念
事
業
と
し
て
は
、
春
の
「
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
公
演
」
、
夏
の
「
全
国

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
、
秋
の
「
市
民
体
育
大
会
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
各
種
団
体
や
地
域
が
行
う
事
業
に
も
「
市
制
施
行
4
0
周
年
」
の
冠
を
つ
け
て
も

ら
い
、
4
0
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
4
0
周
年
記
念
事
業
も
、
1
1
月
に
行
わ
れ
る
各
種
事
業
を
最
後
に
ほ
ぽ
終
了
と

な
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
今
一
度
見
つ
め
直
す
機
会
と
し
て
、
ま
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
来
月
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
・
…
一
．
◆
。
…
一
．
◆
・
邑
7
◆
‘
篭
冒
．
◆
‘
…
7
◆
三
1
．
◆
・
色
マ
◆
・
ゑ
一
7
◆
‘
曇
7
◆
・
，
寺
・
◆
色
マ
◆
邑
マ
◆
■
■
一
一
響
7
◆
、
監
7
◆
冒
…
7
◆
■
…
7
◆
邑
マ
◆
■
…
7
◆
、
■
－
…
・
◆
■
3
マ
◆
邑
曹
7
◆
，
邑
甲
・
◆
ゑ
マ
◆
■
一
一
マ
◆
■
畠
マ
◆
■
曇
一
・
◆
、
を
7
◆
昌
一
マ
◆
■
巴
マ
◆
冒
…
7
◆
■
亀
▼
◆
昌
＝
マ

　
◆
・
邑
▼
◆
・
毛
冒
．
◆
ム
書
。
◆
5
撃
◆
5
愚
7
◆
占
蓉
・
◆
・
邑
マ
◆
・
，
季
◆
・
蕊
マ
◆
・
，
幸
◆
・
。
畳
7
◆
・
，
毒
・
◆
・
ゑ
響
7
◆
‘
邑
7
◆
・
■
－
一
マ
◆
・
邑
マ
◆
ロ
巷
・
◆
ロ
…
7
◆
占
…
7
◆
・
乙
憲
・
◆
・
曹
毒
・
◆
・
，
毒
・
◆
・
曹
…
マ
◆
ゑ
マ

　
　
昭
和
2
9
年
3
月
31
日
に
市
制
を
施
行
し
た
十
日
町
市
は
、
今

　
年
の
3
月
31
日
に
満
4
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
記

　
念
す
べ
き
年
が
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
機
会

4
月
か
ら
「
21
世
紀
へ
翔
く
十
日
町
、
今
ふ
る
さ
と
は
4
0
年
」
を

40

周
年
記
念
式
典

　
姉
妹
都
市
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
を
は

じ
め
、
県
内
外
か
ら
4
5
0
名
の
招
待

者
を
迎
え
、

■
と
　
　
き

　
3
0
分
～

■
と
こ
ろ

■
内
　
容

40
周
年
を
祝
い
ま
す
。

n
月
3
日
㈲
　
午
後
1
時

ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）

　
〈
式
典
の
部
〉

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
十
日
町
小
学
校
合

　
唱
部
（
ふ
る
さ
と
ほ
か
）

※
市
民
の
願
い
朗
読

※
式
　
辞

※
特
別
功
労
者
表
彰
…
自
治
・
教
育
・

　
産
業
・
福
祉
・
保
健
・
防
災
に
功
績

　
の
あ
っ
た
人
（
1
6
人
予
定
）

※
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
朗
読
…
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん

〈
祝
宴
の
部
〉

　
十
日
町
市
無
形
民
族
文
化
財
（
赤
倉

　
神
楽
、
新
保
広
大
寺
節
、
大
の
坂
）

　
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

　
ま
す
．

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

竹
林
精
舎
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
「
地
域
の

伝
統
芸
能
に
新
た
な
息
吹
を
〃
」
を
テ

ー
マ
に
、
市
制
施
行
4
0
周
年
を
記
念
し
、

「
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
竹
林

精
舎
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
1
1
月
3
日
㈲
午
後
6
時
3
0

分
開
演

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

■
入
場
料
　
無
料
（
入
場
整
理
券
は
、

　
市
内
各
公
民
館
、
楽
器
店
、
書
店
で

　
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
）

■
演
　
目
　
・
天
神
ば
や
し
…
十
日
町

　
市
舞
踊
協
会
、
十
日
町
市
民
謡
協
会

　
・
赤
倉
神
楽
（
庭
舞
い
）
…
赤
倉
神

　
楽
保
存
会
　
・
よ
い
や
ら
さ
…
稲
葉

　
稲
寿
会
　
・
祇
園
離
子
…
下
町
若
衆

　
連
中
　
・
そ
ば
の
ほ
め
口
上
…
六
箇

　
地
区
有
志
　
・
大
の
坂
…
中
条
大
の

　
坂
保
存
会
　
・
新
保
広
大
寺
節
…
新

　
保
広
大
寺
節
保
存
会
　
・
竹
林
精
舎

　
コ
ン
サ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
暦
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

竹林精舎（ちくりんしょうじゃ）

〈
竹
林
精
舎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
1
9
8
8
年
結
成
。
民
謡
の
伴
奏
か

ら
発
展
し
た
独
特
の
旋
律
と
珍
ズ
ム
を

叩
き
出
す
木
田
林
松
次
み
津
軽
三
昧
線

を
中
心
に
、
和
楽
器
群
（
尺
入
・
笛
・

和
太
鼓
）
と
洋
楽
器
群
（
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
・
P
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
を
加
え
た

独
特
の
編
成
で
、
日
本
の
叙
事
詩
を
語

る
和
洋
融
合
の
音
楽
空
間
を
創
造
す
る

音
楽
集
団
で
す
。
1
9
9
2
年
、
音
楽

の
殿
堂
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
」
で

公
演
、
一
躍
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

京
谷
好
泰
講
演
会

　
今
年
は
日
本
に
新
幹
線
が
誕
生
し
て

30

年
。
平
成
9
年
4
月
に
は
、
北
越
北

線
に
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
り
、
十
日
町

市
も
高
速
交
通
体
系
の
仲
間
入
り
を
し

ま
す
。
そ
し
て
、
21
世
紀
に
は
時
速
㎜

キ
。
層
で
走
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が

登
場
し
ま
す
。
市
で
は
4
0
周
年
を
記
念

し
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
生
み
の

親
、
京
谷
好
泰
氏
を
迎
え
、
「
2
1
世
紀
の

交
通
シ
ス
テ
ム
と
高
速
化
」
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
n
月
1
0
日
㈲
午
後
6
時
3
0

　
分
～

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
中
ホ
ー
ル
）

■
演
　
題
　
超
伝
導
を
利
用
し
た
2
1
世

紀
の
交
通

■
入
場
料
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
地
域
開
発
室

　
（
實
5
7
－
3
1
1
1
内
線
朧
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
妖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
懸

〈
京
谷
好
泰
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
大
正
蛎
年
1
月
鍵
日
（
広
島
県
福
山

市
〉
生
ま
れ
。
昭
和
器
年
京
都
大
学
工

学
部
機
械
工
学
科
卒
業
。
圃
年
運
輸
省

に
入
省
（
後
に
国
鉄
に
移
籍
）
。
昭
和
駈

年
国
鉄
技
師
長
室
副
技
師
長
。
昭
和
認

年
日
本
国
有
鉄
道
嘱
託
浮
上
式
鉄
道
技

術
開
発
推
進
本
部
長
。
昭
和
窃
2
年
㈱
テ

タ
ノ
バ
代
表
取
締
役
社
長
。
平
成
元
年

同
社
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
し
現
在

に
至
る
。
主
な
著
書
に
は
「
超
高
速
新

幹
線
」
（
中
公
新
書
）
、
「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
・

i
カ
ー
　
超
電
動
が
鍛
世
紀
を
拓
く
」

（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

越
後
あ
ん
ぎ
ん

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
市
で
は
、
4
0
周
年
を
記
念
し
、
縄
文

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
言
え
る
「
越

後
あ
ん
ぎ
ん
」
に
つ
い
て
、
学
界
の
最

先
端
を
行
く
研
究
者
を
集
め
た
シ
ン
ポ

京谷好泰（きょうたによしひ

4



ジ
ゥ
ム
を
開
催
し
ま
す
．
そ
し
て
、
多

方
面
か
ら
そ
の
実
体
に
迫
り
、
学
術
的

な
意
義
や
現
代
的
な
意
味
を
探
り
ま
す
。

■
と
　
き
　
1
1
月
1
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～

午
後
7
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
内
　
容
　
・
午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

　
…
展
示
会
と
実
演
　
・
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時
3
0
分
…
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
～
縄
文
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
越

　
後
あ
ん
ぎ
ん
が
語
り
か
け
る
も
の
」

　
講
師
”
渡
辺
誠
（
考
古
学
・
名
古
屋

　
大
学
教
授
）
大
島
暁
雄
（
民
俗
学
・

　
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
）
山
崎
光
子

　
（
服
飾
美
学
・
新
潟
県
立
女
子
短
期

　
大
学
教
授
）
滝
沢
秀
一
（
越
後
あ
ん

　
ぎ
ん
研
究
家
・
津
南
町
文
化
財
保
護

　
審
議
委
員
）
　
・
午
後
4
時
～
5
時

　
1
0
分
…
記
念
講
演
「
縄
文
の
こ
こ
ろ
」

　
講
師
H
宗
左
近
（
詩
人
・
昭
和
女
子

　
大
学
教
授
）
　
・
午
後
5
時
3
0
分

　
～
7
時
3
0
分
…
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

■
参
加
費
　
資
料
代
”
1
、
0
0
0
円

懇
親
会
費
H
5
、
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
博
物
館

　
（
盈
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

博
物
館
無
料
開
放

　
博
物
館
で
は
、
市
民
か
ら
文
化
財

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
新
装
さ
れ
た
常
設
展
示
室
や
普

段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
指
定
の
「
越
後
縮
の
紡

織
用
具
及
び
関
連
資
料
」
を
終
日
無

料
で
市
民
に
公
開
し
ま
す
。

ロ
と
　
き
　
n
月
3
日
㈱
午
前
9
時

　
～
午
後
5
時

菊
　
　
　
花
　
　
　
展

　
本
町
5
・
6
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

と
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
市
制
施
行
4
0

周
年
記
念
に
協
賛
し
、
菊
花
展
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
　
き
　
n
月
2
日
㈱
・
3
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、

　
3
日
は
午
後
3
時
3
0
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
郵
便
局
前

■
問
い
合
わ
せ
　
小
口
勝
男
（
本
町
6

　
1
2
費
5
7
1
4
4
5
0
）
へ
。

と
お
か
ま
ち
輸
入
品
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
イ
ン
コ
モ
通
り

　
コ
モ
通
り
で
は
、
市
制
施
行
4
0
周
年

と
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成
5
周
年
を
記
念
し
、

国
際
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
「
と
お
か
ま

ち
輸
入
品
フ
ェ
ア
　
イ
ン
　
コ
モ
通
り
」

を
開
催
し
ま
す
．

■
開
催
期
間
　
1
0
月
3
0
日
㈲
～
1
1
月
6

　
日
㈲
ま
で
の
8
日
間

■
と
こ
ろ
　
コ
モ
通
り
（
高
田
町
1
）

　
各
店
の
店
頭
ほ
か

■
内
容
輸
入
品
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
・

　
輸
入
品
の
当
た
る
大
抽
選
会
・
特
設

　
会
場
で
の
輸
入
品
販
売
・
歩
行
者
天

　
国
（
6
日
㈹
の
み
）
・
国
際
屋
台
村
・

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
三
輪
満
雄
（
高
田
町

　
1
・
暦
52
－
2
0
0
8
）
へ
。

纏毯畿圏嬢醗

　　オリジナル
　年賀はがき発亮

◆11月4日㊧発売開始◆
◆　　　1枚50円　　　◆

雪
ま
つ
り

き
も
の

　　　　　　　　　帝　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　魯　　　　　　　　　ス　　　　　　　　　術
　　　　　　　　　作
　　　　　　　　　品

■取り扱い場所　市内各郵便

局、市内切手類販売所

■問い合わせ　商工観光課観光

係（費内線232・233）へ。

　
『
越
後
十
日
町
」
は
そ
ば
処
。
美
し
い
自
然
儒
囲
ま
薮
落
ち
藩

．
勝
た
街
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
お
い
し
い
清
冷
な
水
が
造
り
躍
す
関
生

そ
ば
」
は
、
コ
シ
が
強
く
歯
ご
泥
え
の
良
い
そ
ぱ
の
中
の
そ
ば
．

「
生
そ
ば
ま
つ
け
」
は
、
愛
好
者
の
皆
さ
ん
か
ら
少
し
で
も
多
く

十
翫
町
の
そ
ば
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
ー
は
っ
て
ん
会
（
十
日

町
生
そ
ば
組
合
）
」
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。
期
闇
中
ぽ
．
各
店
が

楽
し
い
目
玉
企
画
と
そ
ば
処
め
ぐ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
仲
間
同
士
で
ご
参
加
く
だ
愚
い
。

麹
灘
ば
処
め
ぐ
鰻

　
麓
．
記
の
店
を
期
間
中
に
全

．
…
部
慧
わ
っ
た
人
（
チ
ェ
ッ
ク

潔
謀
灘
蔭
券
に
店
の
ス
タ
ン

耀
懸
墜
部
押
し
た
人
）
の
中

藻
難
麟
選
で
4
組
（
ペ
ア
）

’
懸
漫
漿
の
旅
に
ご
招
待
。
ま

濃
．
、
．
懲
貌
な
く
そ
ぱ
券
（
2
、

0
0
継
円
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ド

し
ま
す
．
．
』

噛
お
楽
し
み
目
玉
企
画

◆
大
海
老
継
蓉
町
5
）
　
毎

　
週
火
曜
日
…
あ
え
へ
ぎ
半

　
額
、
期
間
中
の
ご
来
店
者

　
に
割
引
券
進
呈
。

◆
春
日
屋
（
土
市
4
）
　
毎

生そばまつ砂
〈11月1日㊤～30圓⑳〉一 　

　
　
臼
…
お
楽
膨
み
摘
選
で
、
食
べ

　
　
　
た
代
金
を
5
～
1
割
引
き
。

〉
　
　
　
緊

⑳
◆
4
嶋
屋
（
本
町
4
（
本
店
）
．
本

．
．
，
趨
釜
曜
日
…
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
。
食

、
壌
添
飲
み
物
は
除
く
）
を
さ
れ
た
人

　
は
噸
麿
の
人
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て

　
勝
つ
と
料
金
半
額
。

◆
か
ぶ
茂
糠
漆
瞬
3
）
　
火
曜
日
を
除

　
く
期
賜
中
毎
匪
…
三
角
く
じ
紬
選

　
会
。
テ
膨
ホ
ン
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま

　
す
。
残
念
賞
も
あ
り
ま
す
。

◆
菊
野
屋
麟
西
本
町
1
）
　
毎
週
金
曜

◆
ま
る
に
し

　
3
0
日
の
3
日
聞
…
ガ
郷
そ
ば
業
額
、

◆
由
屋
（
土
市
4
瞭
、
　
数
曜
日
を
除
ぐ

　
期
間
中
毎
臼
…
墾
、
Q
麟
◎
陶
螺
盤

　
の
食
事
を
さ
鷺
た
汰
障
ぞ
の
一
翻
翻

　
き
の
そ
ば
券
進
量
．

◆
善
屋
生
蔵
店
（
高
幽
3
鞭
　
期
閣
贈

　
…
ご
来
店
の
お
客
様
鷹
趨
総
獲
叢
糧

晶
進
呈
．

　
町
6
；
1
）
　
期
間
中
…
本
店

　
の
み
一
升
そ
ば
（
4
人
前
）
を

　
1
人
で
食
べ
た
人
に
、
2
、
5
◎

　
0
円
の
当
店
商
晶
券
を
進
呈
、

◆
嵯
峨
野
（
伊
達
）
　
期
間
申
磯

　
平
日
…
一
升
そ
ば
を
1
太
で
2
0

　
分
以
内
に
食
べ
た
人
は
載
金
無

　
料
。
（
女
性
は
7
合
）

◆
田
麦
そ
ば
（
学
擁
町
1
）
　
簿

　
週
水
曜
目
（
第
4
週
憾
麟
田
㈱
騨

　
…
サ
イ
コ
ロ
の
目
で
6
妻
茎
割

　
引
き
。
1
の
目
が
2
圏
続
騨
楚

ら
m
割
引
き
。

　
　
　
（
関
根
盤
蝦
　
ー
・
陽
・

5　とr6』厚詐3平成6年10月25日
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、
瀧

む
、
ー
陵

調－hド

ー
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

結
婚
相
談
員
を
委
嘱

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環

と
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
、
結
婚
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
将
来
を
担
う
後
継
者
の

育
成
と
嫁
婿
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
に
よ
る
結
婚
相
談
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
に
人
選
を
依
頼
し
、
こ
の
程
1
5
人
の

繊擁撚
灘漢簗

十日町市結婚相談員
（平成6年9月28日～9年9月27日）

結
婚
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
結
婚
相
談
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
各

地
区
で
次
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

、
一
、

二
、

三
、

四
、

結
婚
に
関
す
る
相
談

結
婚
相
談
申
し
込
み
の
受
付

結
婚
相
手
の
紹
介
及
び
仲
介

関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
情
報
の

　
交
換
な
ど

　
女
性
の
申
し
込
み
（
登
録
）
が
進
ま

な
い
と
、
活
発
な
紹
介
や
仲
介
が
出
来

な
い
た
め
、
当
面
は
市
内
の
女
性
（
初

婚
、
再
婚
）
に
登
録
を
勧
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
結
婚
相
談

　
・
相
談
員
の
自
宅
で
、
毎
日
相
談
に

応
じ
ま
す
．

■
申
し
込
み
方
法

　
・
本
人
が
直
接
相
談
員
ま
た
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。
（
本
人
が
止
む
を
得
ず
申
し
込
み

　
が
出
来
な
い
場
合
は
、
代
理
人
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
・
申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

　
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

　
・
申
込
書
一
通

　
・
履
歴
書
一
通

　
・
写
真
二
枚

■
問
い
合
わ
せ

協
議
会

－
内
線
㎜
）
へ
．

家
族

　
　
（
上
半
身
前
向
き
）

　
　
十
日
町
市
社
会
福
祉

（
市
役
所
内
盈
5
7
1
3
1
1

難麟幾 難　　籔 鑑『灘 難i　議．

十日町
地　　区

西野幸雄 田川町3 57－8339

庭野宏平 江　　道 52－3408

金子芳夫 稲荷町3本通 57－4833

樋口　靖 高田町3西 57－3226

川治地区
◎桑原貞芳 錦町1 57－9001

竹内義雄 川治下町2 57－4792

中条地区
和田　　悦 上　　町 52－3028

庭野　　基 中条旭町 57－8189

下条地区
福崎一夫 為　　永 55－2447

佐藤修子 新光寺 55－2132

吉田地区
児玉藤吉郎 稲　　葉 57－6616

柳　　正一 南鐙坂 57－1440

六箇地区 柳　　智子 六箇山谷 57－8382

水沢地区
富井ヨシ 水沢3 58－3822

○市村ミツイ 伊達4 58－2802

◎会長　○副会長

結
婚
相
談
員
の
皆
さ
ん

，
く
嚢
　
　
　
き

西野幸雄庭野宏平金子芳夫靖樋ロ桑原貞芳

竹内義雄悦和田基庭野福崎一夫佐藤修子

為
瞬
　
解
薦
遷
琴
　
　
籔
撹
　
舞

繋
麟
欝

児玉藤吉郎正一柳智子柳富井ヨシ市村ミツイ

6



斤・幼稚園の入所案内
11月1日（火）から受け付けます

保育所・

　
平
成
7
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
所
・

幼
稚
園
へ
の
入
所
・
入
園
を
希
望
す
る
児

童
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

　
■
保
　
育
　
所
■

　
　
　
　
　
（
公
立
・
私
立
）

■
受
付
期
間
　
n
月
1
日
㈹
～
1
4
日
㈲

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類
は
市

　
社
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所
に
あ
り

　
ま
す
。

一
入
所
選
考
　
保
育
に
欠
け
る
程
度
の
高

　
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
し
ま
す
の
で
、

　
定
員
を
超
え
て
希
望
の
あ
る
場
合
は
、

　
そ
の
保
育
所
へ
入
所
で
き
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

－
申
し
込
み
先
　
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

　
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
・
内
線
鵬
・
以
）
へ
。

　
■
へ
き
地
保
育
所
■

■
受
付
期
問
　
n
月
1
日
㈹
～
1
4
日
㈲

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
、
各
へ
き
地

　
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
入
所
を
希
望
す
る
へ
き
地

　
保
育
所
へ
．

■
中
途
入
所

　
年
度
の
途
中
で
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　
は
、
毎
月
一
日
か
ら
預
か
り
ま
す
。
申

　
し
込
み
は
、
事
前
に
市
社
会
福
祉
事
務

　
所
へ
。
へ
き
地
保
育
所
は
各
園
へ
。

覧〉所育〈保

鐙島保育所 南鐙坂 57－8795 60 7二30～18：00 生後12か月～ 有（副食）

公 高山保育所 錦町2 57－8908 60 〃 6　〃 〃 異年齢児交流

立 川治保育所 川治中町 57－3256 30 〃 12〃 〃 障害児保育

保 下条保育所 下条本町 55－2017 45 〃 12〃 〃

育 西保育所 下川原町 57－0338 60 〃 12〃 〃 育児講座・障害児保育

所 北原保育所 北　　原 52－3339 45 〃 12〃 〃 異年齢児交流

水沢保育所 土市2 58－2103 90 〃 12〃 〃

十日町幼児園 本町西1 52－2068 60 7：30～18二〇〇 生後2か月～ 有（副食） 乳児指定・育児相談
私 北越保育園 本町6－1 57－3860 90 7：30～19二〇〇 2　〃 〃 乳児指定・延長保育・異年齢児交流

立 大井田保育園 四日町1 52－2009 60 7：30～18二15 2　〃 〃

保
山本愛泉保育園

森の保育園
山本2
大黒沢東

57－0133

58－3782

45

45

7二30～18二〇〇

　　〃

2　〃

2　〃
〃
〃

乳児指定・異年齢児交流

世代間交流・異年齢児交流
育 いずみ保育園 昭和町3 52－4472 60 〃 2　〃 〃

所 中条保育園 中　　町 57－5446 60 7二40～18二10 2　〃 〃 育児講座・異年齢児交流

慈光保育園 北新田1 52－3587 90 7：00～19二15 2　〃 〃 延長保育

へ
吉田保育園 吉田山谷 57－1418 50 7：30～18二〇〇 生後12か月～ 有（副食）

き 新座保育園 新座3 57－6002 60 〃 6か月～ 〃

地
保
育

水沢南部保育園

六箇保育園
白梅保育園
飛渡保育園

水沢3
田　　麦

高田町4

新　　水

58－2229

52－3418

52－4959

59－2351

60

30

45

30

8：30～16二〇〇

8：30～16二30
7二30～16二〇〇

8：30～16二30

2歳～
2　〃

2　〃
・3　〃

〃
〃
鉦
’
b 、、

鉦
’
』 、、

所 八箇保育園 池之平 57－0062 30 7：30～17二〇〇 2　〃 有（副食）

覧〉園稚〈幼

幼稚園名 所在地 電　話
募　集　人　員

定員 教育時間 給　食 送　迎
3　歳 4　歳 5　歳

愛宕幼稚園
天使幼稚園
むつみ幼稚園

川原町

寿町4
桑　　原

52－3123

52－3466

56－2424

60

60

50

若干名

20

26

若干名

〃
〃

300

160

190

9：00～14二30

9二30～15：00
9二〇〇～14：45

完全給食

　〃
副食のみ

バス送迎

　〃
　〃

勇　　 臼一・　，灘　 ，’騒

髪　　　　陀．，雛辮．・’　蓑

■
幼
　
稚
　
園
■

■
受
付
期
間
　
n
月
1
日
㈹
～
3
0
日
㈹

　
（
た
だ
し
、
む
つ
み
幼
稚
園
は
n
月

　
21
日
㈲
ま
で
）

■
入
園
資
格
　
平
成
7
年
4
月
1
日
現

　
在
、
満
3
歳
以
上
の
就
学
前
の
児
童
。

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
各
幼
稚
園

　
に
あ
り
ま
す
。

■
中
途
入
園
に
つ
い
て
　
幼
稚
園
は
月

　
途
中
か
ら
で
も
入
園
で
き
ま
す
。
希

　
望
者
は
各
幼
稚
園
へ
。

　
斎
斎
壱
斎
斎
斎
斎
壱
壱
倉
斎
斎
斎

　
保
育
所
で
は
、
心
身
に
特
定
の
障
害

を
も
っ
た
児
童
の
保
育
、
延
長
保
育
や

乳
児
保
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
保
育
の
ほ
か
、
地
域
活
動

事
業
と
し
て
、
豊
富
な
知
識
を
持
つ
お

年
寄
り
を
招
い
て
の
世
代
間
交
流
や
、

祖
父
母
等
と
と
も
に
子
育
て
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
育
児
講
座
の
開
設
、
地

域
の
小
学
生
と
の
交
流
事
業
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

灘
鯉
蹴
灘
・
難
講
纏
、
”
“

灘
難

　
　
　
　
　
叢

　
騒
鍵

麟
嚢
．
　
難

灘
、
羅
，
雛

嚢
灘

友達と遊、～ミの最高に
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骨
髄
バ
ン
ク
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
h
十
日
町

　
1
0
月
2
日
㈲
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
血
十
日
町
」

が
行
わ
れ
、
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　　　　　　　　

　　　　　　　翻　　　　　　　灘　　　　　璽　　　遜

臨鮎“　　　　翻　　　　　　　『、．滋

県内各地で活動の意義を呼び掛けています

　
当
日
は
、
ア
ニ
メ
映
画
「
金
色
の
ク

ジ
ラ
」
を
上
映
し
た
後
、
慢
性
骨
髄
性

白
血
病
の
体
験
者
で
あ
る
大
谷
貴
子
さ

ん
が
、
闘
病
生
活
を
克
服
し
た
体
験
談

を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
骨
髄
提
供
者
、
骨
髄
移
植

者
等
を
迎
え
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

行
わ
れ
、
こ
の
中
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
意

義
や
運
動
の
大
切
さ
等
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
っ
て

い
る
「
奥
尻
島
の
奇
跡
　
骨
髄
バ
ン
ク

大
幸
丸
㈱
」
も
展
示
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
上
空
を
自
衛
隊
ヘ
リ
で
回
遊

　
　
　
　
　
～
市
民
84
人
が

　
1
0
月
7
日
働
、
立
川
の
自
衛
隊
東
部

方
面
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
機
が
、

自
衛
隊
の
P
R
と
市
民
の
体
験
搭
乗
を

行
う
た
め
、
田
中
飛
行
場
に
降
り
立
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
自
衛
隊
協

力
者
と
高
校
生
た
ち
に
、
体
験
搭
乗
を

実
施
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
と
認
識
を

よ
り
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
自
衛
隊
父

兄
会
十
日
町
支
部
ら
が
呼
び
か
け
実
施

し
た
も
の
で
す
．

　
当
日
は
、
津
南
町
か
ら
市
内
下
条
ま

で
の
1
5
分
間
の
回
遊
を
計
8
回
実
施
し
、

市
民
8
4
人
が
体
験
搭
乗
し
ま
し
た
。
搭

体
験
搭
乗
～

乗
者
は
、
秋
晴
れ
の
眼
下
に
望
む
美
し

い
町
並
み
に
感
嘆
の
言
葉
を
漏
ら
し
て

い
ま
し
た
。

眼下に望む市街地の風景　　　てし　　　　　ジクて　れ意が植　談さ性ク

学
童
集
団
疎
開
5
0
周
年
記
念
式
與

　
　
　
～
参
加
者
全
員
で
平
和
へ
の
誓
い
を
～

　
1
0
月
8
日
ω
、
ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て

「
学
童
集
団
疎
開
5
0
周
年
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和

学壼象幽繍60周隼詑念式堵

疎開児童代表のあいさつをする後藤さん

19

年
夏
か
ら
終
戦
に
至
る
ま
で
の
間
、

東
京
の
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
郡
市
内

に
疎
開
し
た
東
京
都
葛
飾
区
の
元
小
松

国
民
学
校
卒
業
生
約
7
0
人
が
来
市
し
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
式
典
で
は
、
本
田
市
長
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
実
行
委
員
会
事
務
局

長
（
後
藤
義
男
さ
ん
）
の
疎
開
児
童
代

表
あ
い
さ
つ
、
実
行
委
員
長
（
西
野
幸

雄
さ
ん
）
の
学
友
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
同
級
生
や
来

賓
も
含
め
た
参
加
者
1
8
0
人
は
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

画
リ
跳
鐸
募
紡
弊
栞
又

　
1
0
月
9
日
㈲
、
埼
玉
県
浦
和
市
か
ら

市
内
枯
木
又
間
を
自
転
車
と
マ
ラ
ソ
ン

で
リ
レ
ー
す
る
「
1
9
9
4
　
リ
レ
i

サ
イ
ク
リ
ン
グ
＆
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
浦

和
～
枯
木
又
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
約
2
0
年
前
か
ら
都
市
間
交

流
を
続
け
て
い
る
浦
和
市
の
若
葉
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
枯
木

又
青
年
会
と
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
午
前
5
時
に
浦
和
市
の
藤

本
吉
則
さ
ん
宅
を
自
転
車
で
ス
タ
ー
ト
。

湯
沢
町
ま
で
自
転
車
で
リ
レ
ー
を
行
い
、

湯
沢
町
か
ら
は
春
川
新
道
を
経
由
し
マ

ラ
ソ
ン
で
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

（
集
合
所
）
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
の

温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

子供も参加（春川新道頂．

8
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灘

、

第

12

回
秋
の
昧
覚
ま
つ

～
参
加
者
60
人
が
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
～

　
1
0
月
1
6
日
㈲
、
第
1
2
回
秋
の
味
覚
ま

つ
り
が
塩
之
又
森
林
公
園
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
、
猛
暑
と

轟『
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

薫輸鰯

　
　
　
　
　
　
　
縫

り

少
雨
が
つ
づ
い
た
た
め
キ
ノ
コ
の
出
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
逆
に
例
年

よ
り
も
ど
の
キ
ノ
コ
も
豊
作
と
の
こ
と
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
前
日
か
ら
キ
ャ

ン
プ
を
し
て
い
た
千
葉
県
の
若
者
や
新

潟
市
、
柏
崎
市
か
ら
の
人
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
日
を

地
酒
を
飲
み
な
が
ら
キ
ノ
コ
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
ケ
ン
チ
ン
汁
や
キ
ノ
コ
御
飯

に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
や
杵

の
モ
チ
つ
き
に
挑
戦
。
特
に
、
普
段
め

っ
た
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
キ
ビ

モ
チ
が
大
好
評
で
し
た
。

竹
内
委
員
の
再
任
と
新
委
員
に
関
ロ
さ
ん
を
任
命

　
　
　
～
4
0
年
ぶ
り
の
女
性
教
育
委
員
誕
生
～

　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
で
は
、
1
0
月

1
日
付
け
で
竹
内
貫
一
教
育
委
員
の
再

任
と
、
志
賀
雅
夫
教
育
委
員
の
辞
任
に

伴
う
後
任
の
教
育
委
員
に
、
女
性
で
は

昭
和
2
9
年
の
登
坂
せ
つ
さ
ん
に
続
き
、

40

年
ぶ
り
に
関
口
陽
子
さ
ん
を
任
命
し

ま
し
た
。

　
竹
内
教
育
委
貝
の
任
期
は
、
平
成
6

年
1
0
月
1
日
か
ら
平
成
1
0
年
9
月
3
0
日

ま
で
で
す
。
ま
た
、
関
口
教
育
委
員
の

任
期
は
、
志
賀
教
育
委
員
の
残
任
期
間

で
あ
る
平
成
6
年
1
0
月
1
日
か
ら
平
成

8
年
9
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

　
教
育
委
員
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
に
関
す
る
方
針
や
教
育
機
関
の
設

置
や
廃
止
、
な
ど
を
審
議
決
定
し
ま
す
。

難！i欝，｝

40

年
ぶ
り
の
女
性
教
育
委
員

　
　
　
　
　
（
関
口
陽
子
さ
ん
）
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，置

第
1
6
回
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
～
な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー
開
催
～

　
1
0
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
会
十
日
町
市
支
会
と
十
日

思

チビッ子から花束を受ける特別ゲストの藤木さん

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年
も

10

月
1
6
日
㈲
市
民
体
育
館
で
「
赤
い
羽

根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
　
な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ

ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
合
司
会
に
田
畑
明
彦
さ

ん
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
松
本
ミ
ミ
さ
ん

を
迎
え
、
十
日
町
な
つ
メ
ロ
愛
好
会
の

メ
ン
バ
ー
の
多
彩
な
歌
謡
シ
ョ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
藤
木
菜
実
さ
ん
（
ク
ラ
ウ

ン
レ
コ
ー
ド
）
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
収
益
金
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

い
出
事
業
（
記
念
植
樹
）

～
子
供
の
成
長
と
と
も
に
大
き
く
な
あ
れ
～

　
1
0
月
1
6
日
㈲
、
子
供
の
満
1
歳
を
記

念
し
て
「
思
い
出
事
業
」
が
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
森
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

対
象
者
は
、
平
成
5
年
4
月
2
日
～
平

成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満

1
歳
の
子
供
4
3
8
人
で
、
こ
の
内
1

4
7
人
の
申
込
者
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
は
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
に
手

を
つ
な
が
れ
た
り
、
お
ん
ぶ
さ
れ
た
子
供

た
ち
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
に
集
ま
り
、

受
け
付
け
を
済
ま
す
と
事
前
に
準
備
し

て
あ
っ
た
「
市
の
花
　
山
つ
つ
じ
」
を

丁
寧
に
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
の

成
長
と
と
も
に
大
き
く
す
る
に
は
、
管

理
が
大
切
。
雪
囲
い
や
春
先
の
施
肥
な

ど
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
、
隔
，
欝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
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■収益的収支（消費税抜）

その他
6，145万円
（9．0％）

氷避料金
慧9，⑧4驚驚蒙周

鰯．⑧％》

　収入
68，667万円
（100％）

他会計負担金
3，641万円
（5．3％）

　受託工事収入
　4，717万円
　（6．9％）

　その他
　1，262万円
　（1．8％）

受託工事費
4，275万円
（6．3％）

　修繕費　　　　　　減緬i償翻嚢
　4，504万円　　　　13・2麟霧周
　（6．6％）動力費　　麟9総％〉

　　　　5，403万円
　　　　（8．0％）

　支出
67，819万円
（100％）

支払利懲
麹，騰駿鯛
㈱．5鋤

火篠費
薙3，蓬｝28i薫墾需

伽．協〉

■上水道事業の現況と業務量の状況

純利益
848万円

茎馨…鐵i韓譲覇…

31，800 31，800 100．0

年度末給水戸数㈱ 9，151 9，061 101．0

年度末給水人口σ9 28，368 28，415 99．8

年間総給水量㈲ 3，709，971 3，934，038 94．3

1日最大給水量（鱒 12，770 14，114 90．5

1日平均給水量㈲ 10，164 10，778 94．3

1日1人当たり最大給水量（尼） 450 497 90．5

1日1人当たり平均給水量（の 358 378 94．7

有　収　水　量㈲ 3，287，707 3，325，716 98．9

有　　　収　　　率（％》 88．62 84．54 104．8

年度末消火栓数㈱ 308 306 100．7

年度末送（導）水管総延長（m） 24，769 24，769 100．0

年度末配水管総延長⑯ 90，399．5 88，560 102．1

普　　　及　　　率（％） 99．79 99．68 100．0

5年度の決算状況
　平成5年度の上水道事業の決算状況をお知ら

せします。

　水道は、市民の皆さんが、健康で文化的な生

活や経済活動を支える重要な事業の一つです。

平成5年度もより一層の安定供給を目指して企

業努力に努めてきました。

　資本勘定における主な建設改良事業では、9

年目を迎えた第3期拡張事業として浅之平地内

において250mの送水管を布設したほか、第1配

水池の計装改良工事を実施しました。また、そ

の他施設改良事業では2，837mの配水管の布設

替えを行いました。

■資本的収入及び支出（消費税込）　（単位：万円）

…／i鰯、簸雛鎌縷i…！／嚢i 鑛獺雛iii雛難簸
響簸鐵ii嚢i…ii簿・……

簸鑑籔灘獺簸鵜灘麓1鐵i難灘縷

建設改良費 10，831 出資金 20

企業債償還金 9，851 企業債 6，580

負担金 1，018

寄付金 420

合　　計 20，682 合　　計 8，038

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額12，644

万円は、減債積立金30万円、当年度分消費税資本的

収支調整額316万円、過年度損益勘定留保資金4，438

万円、当年度損益勘定留保資金7，860万円で補填しま

した。

十十十十←十十十十十十十赫十十十十十十赫十十十十十十十“←十十十十十十十十十赫十十十十十十十十十十十十十十十十赫十十十十十十十十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■貸借対照表　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
6年度上半期の業務状況

　平成6年度上半期（平成6年4月1日か
ら9月30日まで）の水道事業の業務状況を

お知らせします。消費税相当分を除いて表

示しています。

■損益計算書 （単位二万円）

．議苺　．i懸麗蒸 、灘　　鑛霧

、、識・萎難隷．繋繋『．鱒、．鰯灘『…簿．『P 、．織灘灘

営業費用 2億1，630 営業収益 3億3，242

営業外費用 1億0，296 営業外収益 692

小　計 3億1，926

上半期利益 2，008

合　計 3億3，934 合　計 3億3，934

灘灘灘灘雛鞍饗

苺懸…苺i／苺灘灘

1嚢懸騨懸難、、 P藻韓講 、蒙i…韓灘総 繋灘苺き苺錯苺………鶴ii…／…i！

固定資産 34億8，313 固定負債 1，647

流動資産 2億2，162 流動負債 1，212

繰延勘定 1，725 資本　金 35億0，040

剰　余金 1億7，293

上半期利益 2，008

合　計 37億2，200 合　計 37億2，200

■給水業務量の状況

／撞・灘・・難

…i苺灘覇／灘…！i…／i／l

1・…嚢灘襲……1

給水栓数（戸） 9，294 9，188 106 101．2

給
水
量

総量（m・） 1，951，757 1，878，083 73，674 103．9

1日最大（m・） 14，108 12，770 1，338 110．5

1日平均（m・） 10，694 10，376 318 103．1

口とき11月12日（土）午前10β寺～

口ところ　勤労青少年ホーム
ロ問い合わせ　少年育成センター（勤労青少年ホーム内盤57－8◎18）へ。

プ0
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↑　10月8日ωから10日（月）の3日間、東京・代々

　木公園で、新潟県を首都圏にP　Rする「ホット

　ウェーブ新潟’94」が開催されました。会場には

　約33万人が訪れ、新潟の味、伝統芸能などを堪

　能していました。十日町からは、物産業者、そ

　ば店のほか、ミス十日町雪まつり、大好き十日

　町会なども参加し、市のP　Rに一役買いました。

【川西町】費68－3m

※講演会と室内音楽のつどい

日と　き　11月6日（日）午後1時

　30分～3時30分

巳ところ　千手小学校体育館

臼内　容　講演：俵繭子（評論

　家〉演題：「豊かに生きる。

　美しく生きる」　室内楽：マ

　リンバのアンサンブルHIS．

　T6RIA（イストーリア）

鷹入場料　無料

【松之山町】費02559－6－3011

※第13回農業祭

ロと　き　10月30日（日）午前9時一

臨ところ　自然休養村センター

ロ内　容　各種試食会・○×ク

　イズ・バザーほか

【津南町】費65－3134

※第38回津南町美術展

ロと　き　11月1日（火）～6日（日）

午前9時～午後9時30分

■ところ　津南町公民館

口内　容　日本画・洋画・彫塑・

工芸・書道・写真ほか

　嚥雪ときものの十日町かをP　Rするためのイベン

トが、この秋、東京と福岡であいついで開催され、

雪まつりやきものまつり、ふるさと創生事業の大好・

き十日町会、特産物、当間高原リゾートなど、市の

持っている観光資源を広く全国に紹介してきました。

　東京、福岡で行われた「誘客懇談会」には数多く

の旅行業者が出席し、観光客の送客を約束してくれ

ました。また、東京で行われた「東京十日町会総会」、

「ホットウェーブ新潟’94」には故郷を懐かしく思う

人たちで、大変な賑わいとなりました。

↑　10月5日㈱には、3年に1度開催される「東

　京十日町会総会」が池袋の東方会館で賑やかに

　行われました。当日は、約100名の会員が参加し

　ました。懐かしい顔を確かめ合いながらの会話

　には、いつしか“十日町なまり”が混じってい

　ました。
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ロと　き　10月31日（月）午前11時～

　午前中、正面駐車場が使えなくなりますの

で、庁舎裏駐車場をご利用ください。
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郵便物が届かないときは

　郵便物が届かない、郵便物の中

身がなくなっていたなどのお客様

からの申告に対して「郵便物事故

申告処理制度」を設けて、郵便物

の事故調査を行っています。

■調査対象　不着（郵便物が届か

　ない）、内容品亡失（配達された

　郵便物の内容品が亡失してい

　る）、不法開被（封皮、包装の状

　況から、何者かが不法に郵便物

　を開けたこん跡がある）

■申告の受付　①郵便局（簡易郵

　便局を含む）で受け付けます。

　②すべての郵便物が対象です。

　③電話、書面による申告も受け

　付けます。④申告者は郵便物の

　差し出し人、受け取り人のどち

　らでも可能です。

■問い合わせ　十日町郵便局郵便

　課（費52－2300）へ。

ヤングカルチャー教室

■と　き　11月8・15・22日の火

曜日、全3回

■ところ　東北電力㈱十日町営業

所（本町3）

■対象30歳までの女性
■内　容　クリスマスに関するお

菓子や料理、小物づくり

■参加費　1回500円（当日徴収）

■定　員　15人（先着順）

■申し込み　東北電力㈱十日町営

業所お客様サービス課（暦52

3107内線352）へ。

パワフル・ママの

　　ガレージショツプ

　まだ使える物を捨てるのは、も

ったいないと思いませんか。今年

最後のガレージショップ。ぜひご

利用ください。

■と　き　11月26日ω午前11時～

　午後4時、27日（日）午前10時～午

　後2時

■ところ　太田祐子宅（妻有町西

　3消防署の近く）

■商品募集　家庭で不用になった

　品物（古着はクリーニング済み

　に限る）。商品は当日まで受け付

　けます。

■その他　空き缶、ダンボール、、

　新聞紙、雑誌も集めています。

■問い合わせ　太田祐子（夜間盈

　57－1842）へ。

人材育成セミナー
　「心の時代の接客マナー」

ロと　き　11月16日㈱午後1時30

分～3時30分

■ところ　クロス10（レセプショ

　ンホール）

■内　容　受付、案内、来客応対

等で企業イメージを高めるなど

■講　師　大掛幸子氏（㈱大和新

潟店顧客サービス部長）

■受講料　無　料

■定　員　70人（先着順）

■申し込み　11月4日㈹までにハ
　ローワーク十日町（費57－2407）

へo

囹社会福祉事業へ二第四銀行十日

町支店（支店長長谷川十五・100，

000円）勝又薬局お客一同（昭和町

2・3，110円）匿名（北新田・50，

000円）岡村建治（北新田2・1，000

円）匿名（851円）

圃十日町市平和基金へ二原水爆禁

止十日町市協議会（会長松井愛
美・1，000，000円）

囹交通遺児等援助基金へ＝十日町

高校定時制生徒会（40，040円）

囹国際交流、文化スポーツ基金へ二

㈱サン・ライフ上越国際C・C十
日町コース（代表森下安道・161，

500円）

囹公民館図書室へ＝庭野光江（学

校町2）青山恵子（袋町東）

囹地域福祉基金へ二359，962，219

円（10月15日現在）林ツネ（寿町

4・7，700円）

囹都市計画公園維持へ＝・関谷幸次

郎（川治下町1・妻有東公園トイ

レ外壁内装、塗装一式）

三好園文化祭
■と　き　10月29日（士）

　　　　午前10時～午後4時
■ところ　三好園

■内　容　各種展示（作品展示は

11月4日㈹まで）、軽食コーナー、

　その他

■問い合わせ　特別養護老人ホー

ム「三好園」（智56－2106）へ。
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　　　株主31団体

資本金＝38億6，000万円

13民間団体

648，150千円

（16．79％）

197，900千円

東北電力
128，650千円

（3．33％）

北越銀行
128，650千円

（3．33％）

第四銀行
192，950千円

（5．00％）

　17市町村

1，099，550千円

　（28．49％）

302，550千円

十日町市
398，500千円
（10．33％）

　上越市
398，500千円
（10．33％）

　　1県
2，112，300千円

　（54．72％）

　新潟県
2，112，300千円

　（54．72％）
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十日町織物組合・県商工会連合会＝各3，400千円（0．09％）

十日町商工会議所＝　6，700千円（0．17％）
上越商工会議所二6，750千円（0．18％）
県農協中央会二8，000千円（0．21％）
頸城自動車・新潟交通＝各13，200千円（0．34％）

越後交通二13，550千円（0．35％）
大光銀行・新潟中央銀行＝各64，850千円（1．68％）

三和村・牧村・中里村・津南町・川西町・塩沢町二各6，700千円（0．17％）

松之山町・安塚町二各14，600千円（0．38％）
頸城村・大潟町・大島村・浦川原村二各20，800千円（0．54％）

松代町　　二34，850千円（0．90％）
湯　　沢　　町　　　　　　　：　44，550千円（1．16％）

六日町　　二70，550千円（1．83％）

　　　　　　　　　　　　　董
北越急行㈱増資状況　1

～今年度は4億8，400万円～1
　　　　（地域開発室）　　1
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甲と　き　11月17日体）午前9時～11時30分　ロところ
ロ問い合わせ　社会福祉事務所福祉係（費内線134）へ。

勤労青少年ホーム ブ2
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短期入所（ショートステイ）のこ利用を！

ねたきりや体の弱いおおむね65歳以上のお年寄りを在宅介護している人

が、病気や休養、旅行などでお年寄りを介護できないときに、老人ホーム

が一時的にお年寄りをお預りします。

■入所の要件　ねたきり老人等の

介護者が、①病気や出産、冠婚
　　　　　　しっそう葬祭、事故、災害、失踪、出張、

転勤、看護または学校等の公的

行事に参加のため、介護できな

いとき。②介護疲れによる休養

や旅行等で介護できないとき。

■入所期問　7日以内。ただし、

介護者が病気等でやむをえない

理由がある場合は、必要とする

期間延長できます。

■問い合わせ　社会福祉事務所高

齢福祉係（智内線135・136）へ。

1、1i購…霧灘灘…霧 、、、縄灘簿ii灘、灘灘．霧 灘灘、嬢織’

特別養護老人ホーム
　三好園（下条中央通り）
　恵福園（津南町）

　小粟田の里（小千谷市）
　あかね園（川西町）

ねたきりや痴呆など

で常時介護を必要と

する人

1日あたり
　　2，090円

養護老人ホーム
　妻有荘（幸町）

その他日常生活を営

むのに支障がある人
1日あたり
　　1，620円

注）1．生活保護を受けている世帯が、入所の要件①に該当する場合は無

　料です。2．利用者の送迎をしている施設は三好園です。

身体障害者福祉センターの事業
身体障害者福祉センターでは、脳卒中等によって障害を持たれた人など

が、生きがいづくり等を目的に、各種活動を行なっています。

〈焼き物・生け花参加者募集〉

■焼き物教室（毎週金曜日）

■生け花教室（第4月曜日）

　曜日は変更されることがあり

ます。月1回レクリエーション

があります。

■ところ　身体障害者福祉センタ

ー（塚原町）

■参加費　材料費の実費負担があ

ります。

〈作品展〉
センターに通所している人の作

品展です。どなたでも無料で見学

できます。

一と　き　11月9日（水）

　　　午前9時～午後9時
■ところ　身体障害者福祉センター

■問い合わせ　参加者募集も作品

展も身体障害者福祉センター（費

57－9438）へ。

届け出てください
～登記地目「田」を田として

　　　利用していない人～
■該当地　①登記地目が田で、現

況が転作などにより永年作物（植

林、果樹、アスパラなど）とし

て植栽管理されている土地。②

水田を放棄していて、今後も水

田として耕作できない形態（か

んがい、たん水設備が壊れてい

るなどで、用水利用が困難な状

況）にある土地。ただし、水田

として復旧できる形態で、現況

を畑などにしている土地や、す

でに届け出したもので、現況に

変化のないものは除きます。

■その他　事前に田の地番などを

把握して、印鑑を持参ください。

■届け出先　11月10日㈲までに税

務課資産税第一係（費内線111）

または第二係（暦内線112）へ。

青少年ホーム祭
■と　き　11月3日休）

　　　午前10時～午後3時
■ところ　勤労青少年ホーム

ー内　容　野点、生け花展、不用

品バザー、無料風船、水ヨーヨ

ーつり（キャンディー付）、わた

あめ、輪投げ、食堂・喫茶（う

どん、ちらし寿司、あんころも

ち、クッキー、ジュース）

■問い合わせ　勤労青少年ホーム

　（智57－8918）へ。
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第3回市長杯
ソフトバレーボール大会

■と　き　11月20日（日）

　　　　午前8時30分～
■ところ　総合体育館

■参加資格　市内在住または勤務

　している20歳以上の女性で、1

チーム4～8人
■定　員　40チーム（先着順）

■参加料　1チームニ2，000円

■申し込み　11月10日㈲までに総

合体育館へ。

ヘルシーチェック＆体力テスト

　あなたの体脂肪率、血圧、心拍

数、体力度などを測定し、指導員

が無料でアドバイスします。体力

テストをパソコンで診断します。

■と　き　11月2日㈱

　　　　午後6時30分～
■ところ　総合体育館

■指導講師　関口陽子先生（エリ

　アドゥチーフインストラクター）

■費　用　参加費と相談料：無

　料、パソコン診断二300円

⑫おもなスポーツ行事予定

期日 行事名 会　場 主催・主管

6（日）

JC理事長杯
小学生相撲大会

武道館ほか 相撲協会

ソフトボール協会
審　判　講　習　会

信濃川運動
公　　　園

ソフトボー
ル　協　会

ナガセケンコー杯ソフトテ

ニ・ス地区対抗親善大会
サンスポー
ツランド

ソフトテニ
ス　連　盟

県サッカー
1部リーグ招待試会

陸上競技場 サッカー協会

13（日） 郡市オープン卓球大会 総合体育館 卓球協会

17休） 中越地区高校女子団体
ソフトテニス大会

総合体育館ほか ソフトテニ
ス　連　盟

20（日〉 市長杯
ソフトバレーボール大会

総合体育館 体育課
27（日） 地区体育協会対抗親善

バレーボール大会
総合体育館 体育協会

　　　第28回市民スポーツ大会（結果）
◆各部門の第1位を紹介します。（敬称略）

撫簸1i・難懸 翻懇職繍灘饗 獲麟・、、．雛職…

陸　上
競　技
（駅伝）

地　　域

職　　場

高　　校

中　　学

女　　子

中　条　体　協　A
十日町地域消防署A
GO！GO！タッキーズ

吉田中学校A
中　条　中　学　校

ソフト

ボール

男　　子

女　　子

高　　　　　　　山

ハ　　ロ　　ー　　ズ

サッカー 小学生 ウ　イ　ン　グ　ス

ノ母

ド
ミ
ン
ト
ン

シ
ン
グ
ノ
レ
ス

小学5・6年女子

小学3・4年女子

中学生女子

池田春奈（中条小）

尾身祥子（川治小）

中町和美（下条中）

体　操

ジユニア男子

ジユニア女子

中学男子

中学女子

一般男子

一般女子

関谷大輔（松代小）

松村歩美（＋日町小）

松井恭兵（＋日町南中）

数藤佐和子（川西中）

小野塚裕一（＋日町高）

南雲美和（＋日町高）

ダ
ブ
ノレ
ス

小学5・6年女子

小学3・4年女子

（線欝謝1
（鷲達言1：：ll朱1

野　球

400歳野球

小学生
小学5年以下

O　　　B　　：　F
十日町ファイターズ

中条ホークス
柔　道

小学生4年以下

小学生5・6年

中学生1年

中学生2年

中学生3年
一般高校男子軽量級

一般高校男子重量級

一般高校女子軽量級

水落憲明（東小）
春日しのぶ（東小）

飯塚拓也（水沢中）

川田裕介（水沢中）

尾身和馬（吉田中）

小林栄太郎（＋柔）

阿部哲也（＋日町高）

廣田羽香子（＋日町高）

バスケット

ボール

一般男子

一般女子

長　　　　　　　鉄

十日町ク　ラブ

卓　球

一般男子

一般女子

中2男子

中2女子

中1男子

中1女子

南雲和幸（市役所）

中島千恵子（新座ク）

村越祐介（川西中）

池竹祐子（川西中）

登坂武史（中条中）

大浦正美（川西中）
剣　道

小学2年生以下

小学生低学年

小学生高学年

小学生女子

中学生男子

中学生女子

高校生男子

高校生女子

児玉泰裕（川治）
小野塚裕基（＋剣）

関谷　　俊（松代）

水落亜樹（＋剣）
村山吾積（＋剣）
長谷川さち（＋剣）
湯沢伸之（＋日町高）

井口美帆（＋日町高）

ソフト

テニス

一般男子A

一般男子B

一般女子A

一般女子B

婦人A

婦人B

（儲雛鱒碧
（葉撃一劉窯男

（樹曙轄翻
（莫麟睾鵬串1

（蛮轟季濫8

（歎鴇委灘1

空手道

小低学年個人型

小高学年個人型

中・高男子型

中・高女子型

小5・6年個人組手

中・高男子組手

中・高女子組手

丸山　　太（吉田小）

柳　　大樹（＋日町小）

入田　　太（＋日町高〉

関谷綾香（＋日町南中）

井上直樹（東小）
入田　　太（＋日町高）

小川真智子（＋日町高）

テニス

男子シングルスA

男子シングルスB

女子シングルスA

女子シングルスB

馬場　　勝（FTC）
今井貴彦（ATC）
阿部　　澄（WTC）
田村佐智子（F　T　C）

相　撲

小学校団体

小学3年個人

小学4年個人

小学5年個人

中　条　小　学　校

根津心平（東小）
大島裕樹（東小）
飯塚孝二（水沢小）

バレーボール パパママバレー 十日町ク　ラブ ゲートボール 高島松寿会A

級購・i灘灘灘灘黎難欝繊．』

　自分にあった運動の強さで…

　「脈拍を測って、運動の強さが適当かどう

　か調べましょう」

　　強すぎる運動は、心臓に大きな負担がか

　かり、血圧も上昇します。運動の強さは、

　「最大酸素摂取量」で表すことができます。

　運動の強さの程度は、その人の最大酸素摂

　取能力によって異なります。

　　運動する場合は、その人にとっての運動

　強度を知り、無理をしないとともに、運動

　効果の上がる強さの運動をすることが重要

　です。その目安は、「話しながらできるが、

　息のはずむ程度の運動（最大酸素摂取量の

　50～70％）」です。

〈脈拍のはかり万〉

（例）40歳で安静時脈拍数が70の人が、50％の運動をする場合（運動後の

脈拍数が15秒で28拍だった）

　　　　　　　①目標脈拍を計算しよう
　　　　　　　・安静時脈拍をはかります。

　遷簸効

，、』

　左手の手首（動脈）に、右手の人差し指、中指、薬

　指の3本をそろえて測ります。
・目標脈拍

　＝安静時の脈拍＋｛（220一年齢）一安静時の脈拍｝×

　運動の強さニ70十｛（220－40）一70｝×50％＝125

②運動直後の脈拍を測って、運動の強さをチェック

・人差し指と中指をそろえ、あこの下の頸動脈をやや

　強く押す。

・運動脈拍＝15秒間の脈拍×4＋10拍

　　　　＝28×4十10＝122
③目標脈拍と運動脈拍と比べてみよう。

　目標脈拍＝125

　運動脈拍＝122→だいたい合格である。

■受付期聞　11月1日（火》～14日（月）

■抽選日（許可証交付日）11月16日㈹ 74
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相談コーナー
①交通事故相談　11月14日（月）

②定例行政相談　11月8日（火）

③巡回内職相談　11月18日働

　午前10時～午後3時まで。

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時まで。

　会場：高齢者職業相談室
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乳膨暢邑猷欝
⑪十日町市観光情報暦57－0500

　十日町雪まつり情報

⑪健康テレホン　智52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

　11／1～15　めまいについて

　11／16～30　風呂の効用

岱くらしのダ儲ヤル智025－285－7000

　11／7～14　商品試買テスト結果

　　　　　「レモンの防かび剤」

11／14～21今冬の灯油価格

11／21～28消費生活相談事例

　　　　…アレルギーが治る

　　　　と言われて大量契約

　　　　したクロレラ
11／28～12／5健康食品による被

　　　　　害を避けるために

蟹礁業停謬
東北電力㈱十臼町営業所繋52－3107

75』お』厚詐」旨　平成6年10月25日

■11月8日（火）午前9時30分～正

　午／春日町1と桜木町と高田町

　3西の一部、高田町3東・南の

　全部、丸山町の大部分

県民健康調査に

　　　　こ協力ください

　県では、11月16日㈱現在で、県

内1万世帯を対象に県民健康調査

を行います。調査内容は、健康状

態や健康意識などについてです。

　11月上旬から調査員がお訪ねし

ます。ご協力ください。

■問い合わせ　十日町保健所（費

　57－2400）または県環境保健部

　総務課（智025－285－5511内線

　2618～9）へ。

11月11日轡は
老齢福祉年金の支払い日

　老齢福祉年金の支払いが、11月

11日㈲から各郵便局で始まります。

先般、受給者の皆さんからお預か

りした「老齢福祉年金証書」を各郵

便局でお渡しします。印鑑と保管

証（ピンク色）を持参して、受け取

ってください。代理人でも結構で

す。当日都合の悪い人は、市民課

年金係の窓口で渡しますので、14

日以降早めに受け取ってください。

■と　き　11月11’日働午前9時～

　午後4時
■問い合わせ　市民課年金係（實

　内線151・152）へ。

☆鹿・☆一☆☆

　　　すります
　　　寄，で《庭曹験
＊消費者協会（商工観光課8内線231）へ。

難灘蝶繍懸・

品　　　名

．・㍉．，．．．陣㌦醐．撚、臨、鰍曽燃

　規　格 希望価格

投　　　　　網 相談で

コ　　ン　　ポ ビタター
CDプレイヤー付

〃

足踏みミシン 無　料

ス　ト　ー‘フ・　　対流式
　新品同様 3千円

スノータイヤホイール付4本1 普通車用 無　料

ビデオカメラ
VHS－Cキット付
ナショナル製 5万円位

パ　　ソ　　コ　　ン 13万円

ふろおけ・ふろがま 幅960×長650
×高625 1万円

自　　転　　車 26インチ 5千円

水著令式クーラー 相談で

繊灘灘蕪難灘講難
ポータ　フ惑ノレ　ミ　シ　ン

または足踏みミシン 相談で

ふ　ろ　お け 〃

婦人溺自転車 〃

ピ　　ア ノ 88鍵盤ペダル付 〃

一・　　輪 車 18インチ 〃

冷凍ストッカー 一30℃くらい
までのもの

〃

オ　ル　ガ ン 〃

50ccスターター メットイン式 〃

バインダー（稲刈機） 〃

ふ　ろ　お け 釜はいらない 〃

ベビーラック 3千円位

ノ母　ソ　　コ ン 2～3万円位

オーバー・ロックミシン 相談で

50ccバイ ク ホンダカブまたは
ヤマハメイト 5千円位

小型除雪機 5馬力以下 相談で

　　　　そせい
赤十字蘇生法講習会

■と　き　11月19日ω・20日（日）の

　2日間、午前9時～午後5時
■ところ　保健セソター

■講　師　佐藤敏夫氏（日赤蘇生

法指導員）

■内　容　気道の確保、人工呼吸、

心臓マッサージの講義と実技

■定　員　20人

ロ参加費　360円（テキスト代）

■申し込み　11且9日㈱までに申

込書を十日町市社会福祉協議会

　（市役所内盈内線161）へ。申込

書は電話で請求してください。

社会保険定例相談所
　～毎月12目と25日～

■とき当日が土・日曜日、祝
祭日の場合は翌日になります。

■ところ　織物工業協同組合

■問い合わせ　六日町社会保険事

務所（智0257－70－2211）へ。

ロピ　き　獄月欝田㈹　午繭憩時一
翼ピニろ　保健鯉ンター・

耀聞瓢、糞わせ　　調鑑嚢乾課　　蔓餐5繁一31塗工内線墨5◎）　へ．
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11月乳幼児健康診査
蒸擦灘鱒灘．……ii

3歳児健診
隣鍔児〕

9日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
3年5月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

24日

㈲

午後1時10分

～1時45分
5年5月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

30日

㈱

午後1時10分

～1時30分
6年7月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
15日

㈹

午前9時10分

～9時30分
4年5月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

16日

㈱

午前9時30分

～10時30分

6年1月
生まれの乳児

麟舗鋼

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健
診があります。歯をきれいにみがいて来てく

ださい、（3歳児健診は尿検査もあります〉

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
りに来てください。

※平成3年6月生まれの幼児の保護者へ
3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

12月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、11月15日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課保健衛生係まで連絡してください。

11月の健康相談
韓鶴覇鶴灘

保健センター
7・21・28日

の月曜日 午前9時～

　　　午後4時
中条地区公民館 4日働
就業改善センター

10日㈱
午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

克雪センター 17日休） 午後2時～4時

水沢地区公民館

18日働
午前9時～11時30分

平　成　園 午後1時30分～4時

川治地区公民館 22日㈹ 午前9時～

　　　午後4時下条地区公民館 25日働

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をご持参ください。

⑩献血車脚
受付時間　午前10時～正午、午後1時

　～3時（成分献血は4時まで）

◆全血献血

　4日㈹全血（午前）十日町郵便局

　　〃　　〃　（午後）厚生連中条病院

◆成分献血

　i4日（月）十日町市役所

　24日休）　　　　〃

※成分献血は、事前に保健衛生課保健

　衛生係に申し込みください。所要時

　間は約60分です。

園園・園團コーナー……§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡

予防接種制度が改正されました
　今まで義務とされていたBCG

接種が勧奨接種となりました。制

度改正の主旨は、本人または保護

者の意志を無視して接種を強制し

てはならないことです。従って、

受けなくても良いと解釈すること

は誤りです。あくまで、予防接種

を受けるように努めてください。
　　　　　　　　ち
　この改正により、検温も会場で

行います。また、接種前に予診（医

師による事前チェック）を行いま

す。必ず、子供の健康状態がわか

る人が連れて来てください。

ツ反検査・BCG接種が始まります
■該当する子ども

　4歳未満で平成6年7月31日ま

でに生まれた子で

①今までにツベルクリン反応検査

　（ツ反）を受けたことがない子

②BCGの対象になったが未接種

　の子

③昨年秋にB　C　G接種を受けた子

④昨年春にB　CG接種を受けた子

　で今年の春に来れなかった子

　（ただし一昨年、昨年と続けて

　ツ反検査を受けている子を除く）

⑤昨年再ツ反をうけて（母子健康

　手帳の予防接種欄に㊥と記入）

　疑陽性だった子

■受けられない子ども

①ポリオ、麻しん接種後1か月を

　経過しない子　②体に広く湿し

　んのある子　③発熱していたり、

　著しい栄養障害のある子

　■注意すること

①ツベルクリン、BCG共に接種

　　前に体温を計ります。

②ツベルクリン接種後、受付で予

　　診票を渡しますので、判定・B

　　C　Gのとき当日の健康状態を記

　　入して来てください。

　　予診票には必ず印鑑をついて来

　　てください。

③ツベルクリン・BCG接種後、

　　もんだり、こすったりしないで

　　ください。

　■持参するもの

　①母子健康手帳　②体温計　③

　　記入済み・押印済みの予診票

　④十日町市に住民登録をしてい

．　ないときは、住民登録をしてあ

　　る市町村で発行した「予防接種

　実施依頼書」をもらって来てく

　　ださい。

i薄象地鷹
’黙灘腰接種

鱒　o　釦　鱒　嘩　一　顛　噂　噸　脅　り　辱　一　脅　辱　願　曹

潟麟㈱

翻i鍵趨蟹聾
o　負　価　ゆ　o　卿　o　一　噛　卿　ゆ　噸　り　一　〇　脚　噂

彌眠麟

憂継時闘

鱗購欝㈱
会　　場

中　条　地　区
11月15日（幻 11月17日㈲

1二45～2二〇〇 中条地区公民館

下　条　地　区 2：45～3：00 下条地区公民館

十日町・吉田地区 11月16日㈱ 11月18日働 1二45～2：10 保健センター

川治・大井田地区 11月29日㈹ 12月1日㈲ 1：45～2：10 保健センター

水　沢　地　区 11月30日㈱ 12月2日働 1：45～2：00 水沢地区公民館
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猛灘爲繊撚瀾灘懲磯

◆3日㈲　文化の日
　山口医院（下条中央通り）

　　　盈55－2003
◆6日（日）

第二藤巻医院（川西町）

　　　智68－2018
上村病院（中里村）

　　　智63－2111
◆13日（日）

大熊内科医院（山本町1）

　　　智52－7066
津南病院（津南町）

　　　智65－3161
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